
●平成29年9月定例会 
●常任委員会・決算特別委員会
●ここが聞きたい一般質問
●議会トピックス・議会の動き・編集後記
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　平成29年第３回定例会が、９月７日から20
日までの14日間の会期で開催されました。
　本定例会では、平成28年度各会計決算をは
じめ、条例の制定及び一部改正、工事請負契
約の締結、平成29年度一般会計・特別会計補
正予算等30件の議案等が提出されました。
　これに伴い、総務文教委員会、経済建設委
員会が開催され、条例や補正予算等の提出議
案を審議しました。
　また、平成28年度の各会計決算の内容を審
議するため、９月12日、13日、14日の３日間
の日程で決算特別委員会が開催されました。
　定例会最終日に条例や補正予算、決算の採決が行われ、全議案が原案のとおり可決されまし
た。
　なお、町政全般にわたる一般質問には、３名の議員が登壇し、町執行部の考えをただしました。

平成28年度決算を認定

一般会計43億7千万円

歳出総額79億６千万円

平成28年度　会計別決算の状況

会計名 平成28年度
歳入決算額

平成28年度
歳出決算額 歳入歳出差引

一般会計 4,925,057 4,375,040 550,017

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 1,438,007 1,362,027 75,980

後 期 高 齢 者 医 療 164,628 164,241 387

介 護 保 険 事 業 684,081 681,809 2,272

公 共 下 水 道 事 業 410,793 404,697 6,096

農 業 集 落 排 水 事 業 179,914 178,914 1,000

小 　 　 　 　 計 2,877,423 2,791,688 85,735

企
業
会
計

水道事業（収益的収支） 496,156 450,026 46,130

水道事業（資本的収支） 125,044 348,406 △223,362

小 　 　 　 　 計 621,200 798,432 △177,232

合　　　　計 8,423,680 7,965,160 458,520

（単位：千円）

平成29年9月定例会（第3回）
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平成29年第３回定例会では、２ページのほか下記のことが決定しました。

議案第48号
議案第49号

五霞町教育委員会委員の任命同意について
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第4条第2項の規定に基づく任命同意
・増田　清　氏（再任）　 ・石塚　和実　氏（再任）

議案第50号
議案第51号
議案第52号

五霞町固定資産評価審査委員会委員の選任同意について
地方税法第423条第3項の規定に基づく選任同意
・大久保　武雄　氏（再任）   ・山中　武男　氏（再任）　 ・菊地　正明　氏（再任）

議案第53号
五霞町公共施設等総合管理計画有識者委員会条例
町長の諮問に応じて、公共施設等の総合的かつ計画的な管理の推進に関する調査
及び審議を実施し、町長に答申することを目的とした委員会の設置条例

議案第54号 五霞町個人情報保護条例の一部を改正する条例

法律改正に伴う条例の一部改正

議案第55号 五霞町行政不服審査会条例の一部を改正する条例

特定個人情報の取扱いの規定を追加するため条例の一部改正

議案第56号
五霞町一般職非常勤職員等の任用，勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例
介護休業法改正に伴い一定条件を満たす非常勤職員にも適用となるため条例の一
部改正

議案第57号
五霞町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例
国家公務員の育児休業等に関する法律に基づき、人事院規則の一部改正に準じて
条例の一部改正

議案第58号
五霞町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例
任用替えに伴う報酬・費用弁償の経過措置を定める条例の一部改正

議案第59号

工事請負契約の締結について　（平成29年度五霞町環境浄化センター汚泥処理設
備・脱臭設備更新工事）
契約方法　指名競争入札
契約金額　3億2,076万円
契約者　　（住所）取手市取手一丁目2番6号ブルックスとりで406
　　　　　（氏名）株式会社　石垣　茨城営業所　所長　髙瀨　勤

議案第60号

工事請負契約の締結について　（平成29年度五霞町環境浄化センター水処理・送
風機電気設備更新工事）
契約方法　指名競争入札
契約金額　1億1,664万円
契約者　　（住所）千葉市花見川区幕張本郷1-2-24
　　　　　（氏名）株式会社　明電舎　東関東支店　支店長　渡邉正弘

議案第61号
 

平成29年度五霞町一般会計補正予算（第3号）

歳入歳出それぞれ1億4,075万5千円の追加補正

議案第62号 平成29年度五霞町国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ9,192万7千円の追加補正
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議案第63号 平成29年度五霞町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ650万2千円の追加補正

議案第64号 平成29年度五霞町介護保険事業特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ427万4千円の減額補正

議案第65号 平成29年度五霞町公共下水道事業特別会計補正予算（第2号）

歳入歳出それぞれ233万6千円の追加補正

議案第66号 平成29年度五霞町農業集落排水事業特別会計補正予算（第1号）

歳入歳出それぞれ8万3千円の追加補正

議案第67号

平成29年度五霞町水道事業会計補正予算（第2号）

（収益的収入及び支出）収入支出それぞれ245万3千円の追加補正
（資本的収入及び支出）収入支出それぞれ6万円の追加補正
（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）職員給与費55万7千円の
追加補正

報告第３号

平成28年度五霞町財政の健全化判断比率等について

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第1項及び第22条第1項の規定に
基づく平成28年度決算に係る健全化判断比率並びに資金不足比率の報告
・実質公債費比率　10.2％（前年11.6％）　・将来負担比率　26.3％（前年27.7％）
・実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率はいずれも該当なし

発議第４号 五霞町議会決算特別委員会の設置

請願第３号 教育予算の拡充を求める請願

=総務文教委員会付託　 =経済建設委員会付託
※議案第68号から議案第74号については、平成28年度各会計決算となります。

　定例会で採択された請願について、地方自治法
に基づき、意見書を内閣総理大臣等に提出しまし
た。

（なお、文章は要約して掲載しています）

〇教育予算の拡充を求める意見書
　子どもたちのゆたかな学びを実現するために
は、教材研究や授業準備の時間を十分に確保する
ことが不可欠です。そのためには、学校現場にお
いて教職員の長時間労働是正が必要であり、教職

員定数改善も欠かせない。
　国の施策として財源保障をし、地方教育行政の
実情を認識され、地方自治体が計画的に教育行政
を進めることができるよう、次の事項を強く要請
する。
１　�きめ細かな教育の実現のため少人数学級を推

進すること
２　�教育の機会均等と水準の維持向上をはかるた

め、義務教育費国庫負担制度を堅持すること

意見書を提出
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　今回の公共施設等総合管
理計画有識者委員会条例を制
定する背景は。
　公共施設の老朽化は、五

霞町のみならず全国的な課題
であり、今後人口が減少して
いく中での対策として、個別の
建て替えや複合化、縮小、廃
止など施設のあり方を検討す
るため、専門的な見地で調査・
審議をしていただく目的で設
置します。

　特定個人情報保護条例と
個人情報保護条例の違いは。
　特定個人情報とは、個人

情報に個人番号をつけたもの
です。番号を使う部分につい
ては、特定個人情報保護条例
で位置づけされています。

　今回の補正予算で、ふる
さと応援寄附金の追加を計上
しているが、隣の境町では個
人・企業からのふるさと納税
実績をあげている。この件の
所見を伺う。
　五霞町では、ふるさと応

援寄附金の返礼品は、地域産業
の活性化という観点から、町
内で生産している品物を中心
としています。
　一方、境町では水害等もあっ
たことへの支援のほか、また
企業からの寄附については町
で事業計画を作成し、国の認
可を得て企業からの寄附金を
納入しました。また、返礼品
については町内外から多様な
品物を揃えているようです。
　町としては、総務省からの
通知に基づき、他自治体の動
向も留意しながら進めていき
たい。

　学校現場における問題で、
課題の複雑化、困難化してい
るとあるが、どういうことを
言っているのか。 
　いろいろな意味で複雑化

はあると思います。例えば昔
に比べて社会が成長したこと、
学歴が上がっていること、文
化の発達とともにコンピュー
タも発達したこと。それに伴っ
て、セキュリティ問題や、保

護者の情報量がふえたことに
よる職員に対する批判も出て
きていて、この場合、学校と
しては、双方からよく話を聞
いて解決していく方向で進め
ております。
　社会全体が厳しくなってい
るように感じますが、教職員
同士のコミュニケーションが
取れなくなってしまうことを
危惧することから、校長先生
には、先生方の事務的な負担
をなるべく減らして、子ども
と向き合える、子どもたちに
沿った教育ができるようにと
指示をしています。

　新たな土地利用事業化検
討のための調査委託料を補正
予算に計上したが、具体的に
調査する場所の説明ができる
のであればお願いしたい。 
　具体的な場所は、これか

ら洗い出しを含めて選定して
いく状況です。町は、全体的
に農業振興地域なので、町の
特性を生かせる場所であって、
農政協議が可能な地域を考え
ていきたい。

Ｑ＆
常任委員会

　総合計画の中に人権が尊
重される明るい社会の形成と
あるが、今後の人権に関する

啓発活動はどのように考えて
いるのか。 
　現在、人権課題が16項目

示されており、新たなものも
ふえてきている。行政として
人権問題解決に向けて努力す
ることは責務であると言われ
ている中、引き続き人権問題
に対して真摯に対応していき
たい。

　ふるさと納税で、ふるさ
と応援寄附金業務委託料273
万円ほど支出しているが、契
約している2社へのそれぞれの
支出した金額は。
　㈱サイネックスへの手数

料は40万8,900円、㈱さとふる
への手数料は36万円を支出し
ました。

Ｑ＆
決算特別委員会
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　ふるさと納税で、五霞町
に寄附をしていただいた方が、
使用目的を指定している内容
は。また、１件あたりの寄附
の額は。
　昨年度481件の寄附があ

り、うち306件が「いずれでも
よい」とし、どのように使用
してもいいということでした。
続いて「健康・子育て・福祉」
が81件ありました。また、１
件あたりの金額では、１万円
の寄附が非常に多く、３万円、
５万円の寄附もありました。

　情報セキュリティ対策事
業で、職員がパソコンを持ち
込んでネットワークに接続す
るということがあるのか。
　職員が私的なパソコン、

タブレット又はスマートフォ
ンを持ち込んでネットワーク
にアクセスするということは
できません。町で管理してい
るパソコンは認証をつけてお
り、認証がないとアクセスで
きない仕組みになっています。

　町の活性化のためには、
お祭りが一番いいと思うが、
ふれあい祭りを多少コンパク
トにして、年に２回くらいに
してはどうか。
　祭りを通じて地域づく

りで一体感を保つことは、大
きな効果があると思いますが、
町が主催で２回というよりも、
各地域で数を増やしていくこ
とが、その地域の一体感を保
つ一番の基本かと思いますの
で、できるだけ多くのイベン
トが開催できるように呼びか
けていきたい。

　先般、Ｊアラートが流れ
たと思いますが、防災行政無
線では流れたのか。
　町のＪアラートについて

は正常に作動し、防災行政無
線で流れました。しかし、放
送内容が、聞き取りづらかっ
たとの話もありましたので、
状況に応じて補足の情報を防
災無線で流すなどの対応も考
えていきたい。

　社会福祉協議会活動支援
事業で社会福祉協議会運営補
助金が2,800万円ほど支出さ
れているが、この性質はどう
いったものか。 
　社会福祉協議会は、福祉

全般にわたって町と協力しなが
ら事業を実施している部分とい
うこともあり、人件費関係の補
助ということになります。

　地籍調査事業については、
全体でかなり進んでいるよう
だが、地籍調査の結果、でき
なかったところはどのくらい
あるのか。
　できなかったところは、

地籍調査の筆界未定という処
理になりますが、15地区が完
了し、筆界未定は21か所です。
隣接する箇所も筆界未定とな
ることから、筆数でいうと126
筆、全体で0.8％になります。

　学校給食運営事業で、学
校給食１食あたりの単価は。
　１食あたり約450円になり

ます。

　文化財の保護・活用につ
いて、町の歴史や文化といっ
たものを子どもたちと一緒に、
町外の方も見ることのできる
施設を計画に入れて、方向づ
けすべきではないか。
　公共施設有識者委員会の

意見等を踏まえ、適切な規模、
機能、用途など文化財等の活用
の場も含めて検討していきたい。

　学校教育の成果を図る指
標で、いじめの件数が、28年
度は19件とあるが、内容の把
握と解決策は。
　19件の内容については、

子どもたちに対するアンケー
トで把握しています。大津市
の事件を機に法律が制定され
たことにより、いじめの定義
が変更となったことから、今
回の件数となりました。なお、
この19件の中で重大な案件に
つながるいじめはありません
でした。

　国民健康保険は、平成30
年度から県が運営主体となる
が、 町としての見解は。
　運営主体は県になります

が、多くの市町村が一般会計
から法定外の繰り入れをして
いる状況であり、統一により
保険料が下がるという認識は
持てないのが現状です。
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ここが聞きたい　一般質問

IC周辺の雇用内容の把握は

幸手・境線バイパスの新橋の施工状況は

大久保　帝二 議員 

入居する企業がわかり次第、求人情報を把握し、
周知に努める

今年度、埼玉県側に橋台、茨城県側に橋脚を設置予定

問

問

答

答

紙面の都合で発言を要約して掲載しています。

　圏央道IC周辺の開発による企
業誘致について、別の角度から
町の考えを問う。

問　企業誘致に伴う雇用創出と
その内訳は。
産業課長　進出が決まっている
GLP㈱・アサヒロジスティクス
㈱・清水建設㈱の３社からの情
報によると、1,000人程度の雇
用を想定している。しかし、こ
の３社のうち２社については、
入居するテナント企業によって、
雇用人数や正規・非正規等の雇
用形態、職種や男女比率等も変
わるため、明確な求人情報の把
握は困難な状況である。

問　災害時の避難場所としての
対応は。
生活安全課長　GLP㈱から、河
川の氾濫による水害の場合に、
地域住民の避難場所としての施
設活用を検討していると伺って

いる。現在、IC周辺区域近隣に
は避難場所である東小学校、ひ
ばりの里、五霞ふれあいセン
ターがあるので、GLP㈱と避難
場所の受け入れ体制の相互連携
を図り、協定書の締結ができる
よう進めていく。

問　建物周辺の安全管理は。
都市建設課長　進出企業３社は
全てが物流企業で、24時間稼働

が見込まれる。町では業務用車
両等の搬入・搬出は新4号国道
から都市計画道路江川・幸主線
の利用をお願いし、地域住民の
安全を確保していく。　
生活安全課長　町では平成28年
度から４か年計画で20台の防犯
カメラ設置を予定している。今
後、進出する企業の防犯対策の
状況に応じ設置の検討をする。

問　幸手・境線バイパスの新橋
について。
都市建設課長　新橋の施工期間
は協定締結の日から平成32年3
月末日までの４か年度、工事費
は13億6,000万円。概要につい
ては、片側１車線、橋長は100
メートル、車道が片道３メート
ル、歩道が3.5メートルの両側
歩道で、橋脚が２か所、街路灯
については上下線３か所ずつで、
合わせて６か所設置の予定。

町長　新橋完成
後の現道、上船
渡橋については、
今、国が進めて
いる中川河川改
修事業の中で
橋の補修、改修、
歩道の整備等を
やっていただけ
るよう県・国へ
要望していく。

建築工事が進む物流施設

中川の新橋工事
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部活動の外部指導者を活用しては
十分に検討し、配置について進めたい

問
答

板橋　英治 議員

　学校教育における最重要課題
は、子どもたち一人ひとりに確
かな学力を身につけさせること
であり、そのための授業改善で
あると考えますが。

問　教育長が目指す教育とは。
教育長　学校教育を通して、子
どもたちに確かな学力、豊かな
心、健やかな体を養い、国際社
会に対応できる個性や創造性に
富んだ児童・生徒の育成を目指
している。

問　今後、力を入れたい事は。
教育長　時間を有効に使って、
読書をすることを勧めていきた
い。

問　本町教員の１日平均の労働
時間は。
教育次長　教職員一人ひとりの
実際の勤務時間は把握していな

いが、授業の準備や部活動等で、
かなりの時間を超過して勤務を
している状況です。

問　教職員の精神疾患の予防の
ためのストレスチェック制度の
導入、実施はしているか。
教育次長　50人未満の事業所は
ストレスチェックの実施が努力
義務とされています。現在のと
ころは実施していません。

問　夏休み中に空調が設置され
ました。今後、教員の負担軽減
も含め、夏休みを短縮する考え
は。
教育次長　学校、地域、近隣自
治体の状況も踏まえ検討してい
きたい。

問　部活動の外部指導者を活用
しては。
教育次長　人材を確保するのが
大きな課題である。単に技術力
だけではなく、人間性等を総合
的に判断する必要があり、十分
に検討した上で、配置について
進めたい。

問　非行防止対策の取り組みに
ついて。
教育次長　町が委嘱している青
少年相談員が、町のイベント等
の際に啓発活動を実施している。

問　大井川新知事とどういった
学校教育における連携をしてい
くのか。
町長　知・徳・体のバランスの
とれた教育の推進を県教育委員
会と連携を図りながら、教育の
更なる充実に取り組みたい。

中学校の部活動の様子

小学校の授業風景
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学校教育の現状と今後の対応について

人口減少対策としての定住化策について

さまざまな課題を、県と連携し、教育の更な
る充実に努めたい

市街化区域の既存ストックを利用、空き家対策等で進めていく

問

問

答

答

高橋　宏光 議員

　2020年度に、今の中学３年
生から受ける「大学入学共通テ
スト」が始まり、記述式の導入
など思考力、判断力、表現力が
問われる。教職員が教務に集中
できる対応を問います。

問　教職員の長時間労働は。
教育次長　教員の出勤簿で時間
管理、時間外労働の上限規制は
特段設けていない。

問　全国学力調査※の結果は。
教育次長　小学校は、全国平均
以上。中学校は、国語Ｂに課題
があるが、国語Ａ、数学Ａ・Ｂ
は全国レベル。

問　現状と今後の施策は。
町長　町単独の予算で、教育活
動の指導員として各学校に２名、
３校で６名、介助員を３名配置
している。

教育長　基礎的な知識を問うＡ
問題に比べ、応用力を測るＢ問
題が課題。子どもたちが納得し
理解でき、興味・関心を持って
課題に取り組んで解決すること
で真の力がつく。そこから、思
考力、判断力、表現力はついて
いく。

　移り住んでもらうには、市街
化地域の再開発では、未利用地
への建築促進、空き家登録制度
の創設、公園緑地や街路樹の保
全、戸建て住宅の維持管理の促
進、住民活動の支援等が言われ
る。五霞町をPRするまちづく
りを問います。

問　提供できる土地は。
政策財務課長　①市街化区域の
住宅インフラをベースに、空き

家、空き地等を利活用。②中長
期的には市街化調整区域に、都
市計画法・農振法・農地法等の
調整を前提に検討。

問　住環境の整備は。
都市建設課長　公園の除草、樹
木の剪定、清掃及び附帯設備の
修繕。公園遊具は年１回専門業
者による点検、劣化したものは
撤去や修繕。街路樹は定期的に
剪定や害虫消毒。歩道などは適

宜修繕。
生活安全課長　町内の防犯灯を
一斉にLED化するための導入調
査、計画策定を予定している。

学校にタイムカードを導入している
教育委員会

都道府県 市町村

12.8% 8.1%

現在、五霞町では導入していない

2015年の法定労働時間
（経済協力開発機構）

日本の公立学校教員 加盟国の平均

1,891時間（年間） 200時間以上少ない

但し、授業にあてる割合は加盟国最低レベル

五霞町の街灯、防犯灯

街灯 防犯灯

53灯 723灯

防犯灯のうち78灯はLED化済

空き家
（昨年11月実施の意向調査）
空き家 売りたい、貸したい

84件 17件

17件は、あくまで本人の意向の件数

※A問題：�身につけておくべき基礎的
な知識を問う問題

　B問題：�基礎的な知識を用いて、考
えをまとめる力や判断の理
由を説明する力を問う問題
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わかりやすい議会 議会トピックス 
Q&A

Ｑ：�今さらですが、Ｊアラートってな
んですか？

Ａ：�全国瞬時警報システムといって、
対処に時間的余裕のない事態に関
する情報を国から送信し、防災行
政無線等を自動起動し、住民に緊
急情報を瞬時に伝達するシステム
です。

Ｑ：�「ミサイルが発射された」と聞いたら
どのように行動すればいいですか？

Ａ：�屋外にいる場合は、近くの建物の
中や地下に避難して、屋内にいる
場合は、できるだけ窓から離れて、
窓のない部屋へ移動してください。

Ｑ：�どんなときに流れるの？
Ａ：�弾道ミサイルの発射や緊急地震速
報、津波などが発生した場合に流
れます。

委 員 長
副 委 員 長
委 員

大 久 保 　帝 　二
高 橋 宏 光
新 井 　 　 庫
植　 竹　 美 智 雄
樋　 下　 周 一 郎
板 橋 英 治

広報編集委員会

小・中学校に設置されたエアコンを視察しました
　９月15日、五霞中学校及び五霞西小学校において、夏休み
中に小・中学校に設置されたエアコンについて、総務文教委員
会委員を中心に設置及び運用状況等の視察を行い、直接、児童・
生徒の声を聞いてきました。
　当日は、教育委員会の担当者から設置したエアコンの概要や
稼働状況の説明があり、設置工事業者も立ち会いました。
　議会では、近年の猛暑等による児童生徒の安心安全に配慮す
べく、町執行部に対し普通教室へのエアコン導入を一般質問等
で取り上げてきました。また、昨年度開催された中学生議会で
も問われていました。今回、エアコンの設置工事が完了し、学
校の教育環境の改善が図られました。

９月７日
９月８日
９月11日
９月12日
９月13日
９月14日
９月15日
〃

９月20日
〃

９月20日
９月28日
10月３日
10月６日
10月23日
11月２日
11月16日
11月21日
〃

第３回定例会初日
総務文教委員会
経済建設委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
決算特別委員会
一般質問
総務文教委員会視察研修
（町立学校空調設備）
第３回定例会最終日
議会運営委員会

議会全員協議会
町村議会広報研修会
堤防強化事業対策特別委員会
広報編集特別委員会
議会全員協議会
広報編集特別委員会
広報編集特別委員会
議会運営委員会
議会全員協議会

議場で開催される本会議は公開しています。
簡単な手続きで、どなたでも傍聴することができます。

※詳しくは、議会事務局又は町公式ホームページでご確認ください。

12/5（火）～12/12（火）
傍聴してみませんか？

一般質問は 12月8日（金）・11日（月） を予定しています。

　長雨や寒暖の差が多い日々で、
体調管理が大変でしたね。
　インター周辺開発も目に見え
て進み、残るエリアへの商業施
設の進出が望まれています。
　道の駅ごかでは、いつも駐車
スペースが一杯で賑わい、うれ
しい限りです。
　行政懇談会では、行政組合か
ら防災の取組みに関して、貴重
な提案がありました。住民によ
る避難ルートの確認、一時集合
場所、避難場所の規模の吟味等、
詳細な分析資料を提示したうえ
で問題点を抽出しています。取
組みの素晴らしさに感銘いたし
ました。行政も、議会も真摯に
対処していきたいと思います。
　今後とも、行政の動向を、わ
かりやすくお伝えできるよう努
めて参ります。

編集後記 編集委員　高橋　宏光

議会の動き（９月〜11月）

次回
定例会


